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中間テストに向けて 

５月２０日（木）２１日（金）は、今年

度最初の定期テストとなる中間テストが

あります。１３日（木）にテスト発表があ

り、生徒たちはそれぞれテストに向けて

の計画を立てました。朝読の時間もテス

ト勉強に切り替えて取り組んでいます。 

各担任の先生方からは、「時間をうまく

活用するように」「提出物を早めに確実に

終わらせるように」「同じ教科ばかりに時

間をかけないように」「あまり夜遅くまで頑張らないように」等のアドバイスがありました。 

 １年生は初めての定期テストで不安もあることでしょう。着実に取り組むことが大切です。 

また、１年生に限らず、時間の使い方を見つめなおしたり、学習に取り組む気持ちをうまく高

めたりして取り組み、それぞれの力をしっかりと発揮してくれることを期待しています。 
 

感心したこと 

右の写真は２年生の授業の様子で、生徒

たちの姿は中央に小さく写っています。校

長室で仕事をしている際に、グラウンドか

ら準備運動の元気な声が聞こえてきたので

外を見ると、思っていたより随分と遠くで

準備運動をしていました。それだけしっか

りと声が出せているということです。 

保健体育の授業に限らず、教室で意見を

述べる時、音楽で歌うとき、あいさつをす

る時にしっかりと声を出せることは、何でもないことのようで、とても素晴らしいことです。 

 また、３年生の廊下には学年目標が、大変立派な毛筆やレタリングで掲示されていました。

生徒の作品とのことですが、みんなで立

案した目標を、美しい文字で記して掲示

し、常に意識することは、とても意義のあ

ることです。さすが３年生だと思うとと

もに、とても感心しました。 

教育目標 「 知性豊かに 心さわやか たくましく生きる 」 
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修学旅行に向けて 

６月３日（木）から５日（土）の３日間で、

修学旅行を実施する予定です。旅行の概要に

ついては、修学旅行説明会でお伝えしました

が、５月１０日（月）の６限目に、２日目の

コース別研修についてのプレゼンテーショ

ンが行われました。５つのコースについて、

担当の先生より説明があり、その後教室に戻

って各班の

希望を相談

しました。那智の滝見学が含まれたコースの人気が高かったの

で、このコースをバス２台とし、下記の４コースとなりました。

それでも希望する班が多かったので抽選となりました。また、

修学旅行実行委員会で、今回の旅行の目標を立案しました。 

①「熊野古道」語り部ウォークと世界遺産入門講座、丸山千枚田 

②「南紀熊野ジオパーク」漁船クルーズ＆江須崎島ウォーク、串本海中公園 

③「三段壁洞窟」グラスボート＆地上から地中へ、那智熊野大社＆那智の滝 ※バス２台 

④「トルコ友好の絆」エルトゥール号語り部ガイドツアー、潮岬、橋杭岩 

 市内において、目的地を県内のみとしている学校もありますが、本校におきましては、説明

会でお伝えしました、下記の宿泊地及び行程を予定しています。 

１．宿泊地は、南紀白浜マリオットホテル、伊勢志摩ホテル＆リゾーツ、とする。 

２．行程は、和歌山県南紀地方、三重県熊野、賢島を中心としたものにする。 

 コロナウイルス感染症の状況を鑑みながら、安心・安全を最優先で考えて検討しています。

また、感染症等の状況により行程の変更や、日程や目的地を再度変更することもあり得ます。

修学旅行に関してご質問やご意見がございましたら、学年の教員までお伝えください。 

 

コロナウイルス感染症について 

報道等でご存じの通り全国において感染状況が拡大しています。感染しないよう十分に気を

つけて生活することが一番大切ですが、いつ、誰が感染してもおかしくない状況にあります。 

「感染」と聞くと、誰でも心配で不安な気持ちになると思いますが、どうか以下のことにつ

いて、各ご家庭において話し合ったり確認したりしていただければと思います。 

１．望んで感染する人はいません。感染した人の立場や気持ちになって考えてください。 

２．ＳＮＳ等の情報をうのみにしないでください。不確かな情報を発信しないでください。 

３．うわさ話をしたり、意味もなく怖がったりしないでください。 

４．感染のリスクを減らすために、自分がどのように行動すればよいかを考えてください。 

５．『知性豊かに 心さわやか たくましく生きる』とは、どのように生きる事なのかを考えてください。 

このような状況下だからこそ、一人ひとりが、確かであたたかい「心」を持ち、誰もが安心

して過ごせるような学校や社会であって欲しいものです。差別や偏見は絶対にいけません。 


